
日南市立細田中学校部活動規定 

１ 部活動運営方針 

 （１） ねらい 

① 自分のもっている能力を最大限に伸ばす。（個性の伸長） 

  ② 部活動を通して礼儀、責任、協力、マナー、望ましい人間関係等を身に付けると共に、

たくましい精神力を養う。 

  ③ 技能の習得、体力・健康の増進を図る。 

  ④ 学校教育活動の一貫として活動し、基本的な生活習慣を身に付ける。 

 

 （２） 運営方針 

  ① 教育活動としての部活動の意義を理解し、学校の教職員で指導にあたる。ただし、外部

コーチについては、学校で審議し、学校承認のもとに地区中体連に申し出る。尚、ベン

チ入り （県大会出場の場合のみ）は、中体連の講習を受けた者のみ登録できる。 

  ② 各部との連絡を密にし、望ましい部活動作りに努力する。 

  ③ 部活動後援会、各部保護者会等を通し、理解・協力を得ながら部活動を推進する。 

  ④ 常に、生徒一人一人の人格的成長を目指し、指導を進める。部活動に関する協議会（部

顧問会）、キャプテン会等を定期的に実施し、共通理解を図ると共に、部活動間の連絡調

整・問題解決にあたる。 

 

２ 部活動規則(部員に対する注意事項) 
 （１） ３年間を通じて同一部で活動する。 

（２） やむを得ず退部するときは、担当指導者に相談の上、承認を受ける。 

（３） 部活動への加入者は、全員スポーツ安全傷害保険に加入する。 

（４） 部活動の時間帯は、次のとおりとする。 

   ①  部活動の終了時間と校門を出る時間は、次のとおりとする。 

 

 

４ 月～

８ 月 
９月 

１０月～ 

体育大会終了 

体育大会終了～ 

１０月末 
11月 １２月 １月 ２月 ３月 

終了

時間 
６ ：３ ０  ６：１０ ５：５５ ５：４０ ５：１５ ５：１０ ５：３０ ６：００ ６：１５ 

下校

時間 
６ ：４ ５  ６：２５ ６：１０ ５：５５ ５：３０ ５：２５ ５：４５ ６：１５ ６：３０ 

    ② 開始・終了の時間を厳守し、後片付けを完全に行う。 

     ※終了時間には片付けも終わった状態とする。 

    ③  担当指導者、または、それに代わる者(外部コーチ)がいない場合は、規定時間の３０分

前には練習をやめる。 

 （５） 部活動終了後は、速やかに帰宅する。時間厳守!! 

（６） 部活動終了後、遅くまで遊んでいる者、途中で買い食いする者等については、厳重に指 

導する。 

（７） 部員は担当指導者の指示に従い、中学生らしく活動をする。 

（８） 学期末テストは５日前から部活動を中止する。 

（９） キャプテン会を定期的に行う。 

（１０） 学業指導・生徒指導等の理由により、放課後部活動に参加できない場合には、部顧問、キ 

ャプテンに必ず連絡を取ること。 

（１１） 練習試合は顧問が計画する。 

（１２） 入部届け・退部届け 

  ○ 入部を希望する者は、所定の｢部活動入部願い｣を部顧問を通して学校長に提出する。 

  ○ 退部を希望する者は、所定の｢部活動退部願い｣を部顧問を通して学校長に提出する。 

（１３） 学校職員以外のコーチについては、常に顧問との連絡を密に実施する。 

（１４） 次のことについて違反があれば、一定期間部活動停止とし、必要であれば生徒指導部との

協議、職員会での協議の後、措置を決定する。なお、場合によっては大会出場を認めない場

合もある。 



  ○ 買い食い、学校にお菓子や不要物を持ってくる。 

  ○ 問題行動（万引き・窃盗・喫煙・暴力等を起こす。） 

（１５） 後援会は、部活動発展のために側面的に援助する。 

（１６） 平成３１年度４月 1 日より部活動の休日を設定する。 

   ○ 毎週月曜日は休み（休めないときは週内で 1 日休み） 

    ○ 日南市の規定に則り、週あたり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、土 

曜日及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とする。第３日曜日は原則として部活動を

実施しないこととする。週末及び家庭の日に大会参加等で活動した場合は、原則として、

大会終了の後の直近の週末に休養日を設定する。 

 

３ 部活動と勉強の両立 

  （１） 勉強が中学生の本分であることを決して忘れないように取り組ませる。 

 （２） どんなに疲れていても、学年で出されている学習時間を目標にして頑張らせる。 

 （３） １週間の月曜日を原則としてＯＦＦ日とし、心身ともにリフレッシュさせる。 

 （４） １年生の入部については、連休明けに部活動入部願いの提出をもって認める。ただし、４

月いっぱいは、中学校生活に慣れることを優先させ、体験入部期間とし、生徒の実態に応じ

て考慮する。なお、活動は５時５０分活動終了、６時下校とする。 

 （５） ２・３年生は、部活動継続願いを提出し、気持ちを新たにして活動するものとする。 

  

４ 廃部規定（平成 20 年度より施行） 

（１） 年度当初の入部希望段階において、１、２年生の入部希望者の合計が各競技の規定人数

（野球９人、バスケットボール５人、バレーボール６人）に達しない場合、廃部対象となる。 

（２） 廃部対象となった部活動については、 

  ① １年生については、その部活には入部を認めず、他の部活動を再度選ばせる。 

  ② ２年生については、下記のとおりとする。 

  ○ その年度の中学校総合体育大会（夏季）までは活動し、その後の活動は、その部の２

年生の保護者・学校で協議し、決定する。 

  ○ 活動を続けたい生徒がいた場合は、次年度の中学校総合体育大会（夏季）まで活動し、 

  その後廃部とする。 

 ③ 次年度以降も新入生の募集は行わない。 

（３） 今後、新規に開設する部活動については、基本的に認めないものとする。ただし、生徒数

等状況の変化により開設の必要性が生じた場合は、部活動後援会連絡会で十分協議するもの

とする。 

（４） 個人競技の部は、廃部対象とならない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 事故発生における具体的措置 

 

 

事故発生 

 

                       

                       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○重要ポイント 

 １ 子どもの安全確保 

   生命維持最優先 

 

 ２ 冷静、的確な判断 

   と指示 

 

 ３ 適切な対処、迅速 

   ・正確な・連絡 

 

 

 

 応急処置 

 ○ ねんざ 

  とにかく冷やす。 

  足首を固定する。 

 

 ○ 突き指 

  とにかく冷やす。 

  引っ張らない 

 

 

 

 

発 見 者 

 ・ 発生の状況把握 

 ・ 近くの人の安全確保 

 ・ 協力者要請と緊急通報 

 ・ AEDの搬送要請(職員玄関) 

 ・ 負傷者の把握と応急手当 

 ・ 負傷者の精神の安定維持 

 

 

学校医 

・状況に応じた

処置 

養護教諭 

・負傷者等の把 

握 

・病状の確認 

・応急手当 

校長（教頭） 

・事態や状況の

把 握、判断 

・対応、指示 

・連絡、報告 

教育委員会 

３１―１１４４ 

中部教育事務所 

０９８５ 

２９―３２２３ 

救急車要請（１１９番） 

医療機関 

保護者 

処置 

相談 

相談 

指示 

指示 

報告 

指導 

 

報告 

指導 

 

添
付
搬
送 

必要な場合は急行 



日南市立細田中学校部活動年間計画（案） 

 

 

 男子ソフトテニス部 女子ソフトテニス部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 
南那珂地区春季研修大会 

県中学春季団体戦 

５月 日南地区中学生内田杯大会             

６月 
南那珂地区中学校総合体育大会 

（陸上競技・水泳・柔道も含む） 

７月 

宮崎県中学校総合体育大会 

（陸上競技・水泳・柔道も含む） 

県南地区中学新人大会（団体） 

８月 

九州中学生大会 

県中学新人団体戦（女子） 

県中学新人団体戦（男子） 

９月 
南那珂地区中学校秋季大会 

（陸上競技・駅伝も含む） 

１０月 県南中学生１年生大会 

１１月 

宮崎県中学校秋季体育大会 

（陸上競技・駅伝も含む） 

都道府県対抗テニス大会 

九州ジュニアインドア団体予選会 

１２月 九州ジュニアインドア個人予選会 

１月  

２月 日南地区中学生松根杯大会（団体戦） 

３月 
日南地区中学生竹香杯大会（団体戦） 

日南地区中学生中野杯大会（団体戦） 

（平成 2８度実施分を参考）  

 

○ 大会や訪問の日程は変更になる可能性があるので、その都度、部顧問の指示に従う。 

○ それぞれの大会や訪問に向け、各部活動で目的をもって取り組む。 


